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　　　　　　　　　　まえがき　　　　　，　　　　　　D血澗と略配）は東京標準血蒲株式会社製のものを使

　Rh式血液型の臨床的意義については既に周知の辮　　　用した。使用した色索は6種類である。（1）アク

柄であるが，本邦においては，この分野は欧米に比較　　　リツラビソ・（2）ローダミンB，（3）ロ…一ダミソ

して必ずしも満足な状態とは云えない現状である。そ　　　S，（4）戸一ダミン6G，（5）アクリジソレツド，

の主たる因は，血液を多貴に供出する嘉を嫌うと量う　　　（6）アクリジソオレソジである。凝集反応検査は抗

習慣があり，又Rho（一）型の低頻度地城であると云　　　血繭に添付されている使用書寵載の方法に従う。その

う幕である。我々の調査及び他の地域での研究渚の報　　　他の辮については血液型一般の常識に従ひ，ここには

告から見ても明かな如く，その頻度は本邦人において　　　特記しない。血球の濃度は第一報に報じた如く3％の

は約Q，5・・JO，　8％程度で，欧米人のそれの約V20前後で　　　ものを使用した。

ある事から見ても，我国の如くRho（一）型の低纈度
地域では，それだけで人由来の抗体の入手量カミ欧米に　　　　　　　　　　　爽験成績並に説明

比して極めて少い上に，供血を書ばない習慣によって　　　　　（A）色紫の濃度について

それが倍加され，本邦人から入手する事は極めて困難　　　　使用した6種類の色素については，勿論凝集反応の

であり，一部の研究者及び，高価な輸入品を自由に使　　　増強に対して至適濃度があり，その至適濃度は第1表

える様な所でなければなかなか使用し得ない現状であ　　　に示した如く，それは原液を抗血漕に1／10貴加えた程

る。我国のこの様な現状を打破するために大最の抗血　　　度である。即，アクリフラビソ，ロ・一一ダミソBでは抗

清が確保されなければならない。そこで我々は既に発　　　D血清に射して1：150009r／ce・ローダミソS，ロ・・一

見者の方法にならつて，動物免疫抗Rh抗体の大量生

産にっいて検討し，一一応その目的を達成したが，その　　　　第1衷

凝集反応は，血球を醍和後静置しておかなければ判定

しV。くいと励勲・ある．この融改善する靴瀞’色　素　名

し，第一報によりアクリフラビノがその作用のある事　　　　ア　ク　リフ　ラ　ビン

を知り既に報告したが，その他の色素についても検討　　　　ロ　＿ダミンー－B

を加えたので，その結果をここに報告する。　　　　　　　Pt－一ダミンーS

　　　　　　　実験材料並方法　　　　　　　　　　　　アクリジソーレッ　ド

抗Rh。蛸働物鮫抗Rh。血清（以下動免抗　アクリ”一オ”ジ

卜色素溶液の濃度
　　　　　　　（卿co）

リ　フ　ラ　ビン 1：1500

ダ　ミ　ンー　B 1；ユ500

ダ　ミ　ンー　S 1：200
各溶液は

ダ　ミ　ソー6G 1：200
清に対し

ジソーレツ　ド 1：300
盤加へて

ジソーオレγジ 1：ユ00



　40－一（40）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f醤　y，H　陵e　誌　　第15巻

ダミン6Gでは1：2eOOgr／cc。アクリジンオレソジ　　　による凝集反応の態度を観察して見たので，その結果

は・1：IOOOgr／ccである。各色素を加えた動免抗D血　　　を第3表に示した。鋤免抗DJ血mSt／e　pa　一ダミン6Gを

清の凝集反応は第2表に示す如く，色素を加えた慕に　　　ユ：20009r／ccの割に添加し，添加当日より日数を計算

よ畷鱗働ミ上昇するのでなく，糠塊カミ大きく，　L，磁は採1脳駄り蜘検査し，蝶臓につい
且，強靱となり強く振り動かしても凝集が細くくずれ　　　て比較を行つた。採血当日に3％頚L球浮漉液を作り，

ずにある程度の塊のまま凝集反応が明かに見えるので　　　氷窒に保存し毎日取り出し，2～3園洗瀞して後3％

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血球浮游液として凝繁反応を比較して見ると，採血後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8日頃迄凝集反応が確認された。又採血後8日団の血

　第2表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　餅をよく洗i條し3％血球浮灘液により比較して見ても

舗漁抗・抗体1　・1　・・　・4　・・　　　わカ’る榔纏塊がはつきり朧翻・た・次に鱗

ア　ク　リ　フ　ラ　ビ　ソ

ロ　ー　ダ　ミ　ソー　B

ロ　M　ダ　ミ　ソー　S

ロpaダミ　ソー・6G

アクリジンーレ’ツ　ド

アクリジンー一オレソジ

　　　　　　　　　　　　　　添加後4ケ月，5ケ月，7ケ月，ユ3ケ月，14ケ月後と

鮮に器ll；鰍経過の動脚隊つい・購轍べた結
酬1＋一（、，2。。。）　果蝶蜘こ肌た・鱗添加14ケ服腿でも採血
＋｝田。一（エ，2。。。）　御゜附経過し舳燃おいても・凝購齢明らか

惜冊＋一一1（1：3000）　　　で凝繁塊がはつきり確諏される。添加後17ケ月経過し

一一一一一
@（工：1000）　　　た抗D血澗について検査した所も，やはり陶じ様な凝

　　　　　　　　　　　　　　纂態度が確認され，血球がある程度日数が経過しても

　　（・）鱗添巖嚥鞭化の働。ついて　螺添櫨D血「w’C’あ；｝・erk：，　IMstJvaが肋きり灘さ

麟繍・よ・鹸鵬醐か1・な鋤知り，　泌・そ浦第5衷に示kてあ御く，第峨と同様

藁蒲撒響欝諜羨謹祭響1°日燃過しても凝纂鱗ら

第3衷
’＼璽球の古さ

　　　＼tt
添加後の磁＼＼

添　加　当　日

　〃　　1　日

　〃　　4　日

　〃　　7　日

　〃　　8　日

抗1）（ロ　一一ダミン6G添加）抗体

採1血当日1目目　4日目　7目目　8日目

・肝

耕　　　冊

耕　　　冊　　　冊

＋　　　朴　　　措　　　帯

＋　　井　　　掛　　　帯　　　帯
　　　　5
（3％血球浮游液として氷室に保存）

抗D（未添加）抗体
蟻日　　11ヨ目　4日目　 7Ei目　8日目

冊

耕　　　冊

十L　　些　　　卦

士　　　十　　　十　　　十

一　　　朴　　　十　　　朴　　　十

第4衷
＼＼雌の古さ
伽抗劇＼く

4．ケ月後

5　ケ月後

7　ケ月後

13　ケ月後

14　ケ月後

採血当目

帯（十）

（卦）

2　日　目

　　　　帯（辮）

＋　十ト卦
（十L）（笹）（十L）

　　　冊（升）

Mf（惜）

（＃）（＃）（婁）

3日　目

冊（帯）

　十卜＋　朴
（十）（十」）（昔）

・肝（柵）

耕耕帯（“）（十）（十i－）

5　日　冒

イ・IL（＋）　帯（十L）

（帯）　耕
（＋）　（十）

1～10日　目

（　）内はすぺて抗D（来色素添加）抗体によるもの

昔斗昏覗一士
（十）（十）（升）（一）

　　　　朴　十ト
　　　　（＋）（朴）

冊　帯　耕　士
（十）（十）（十）（一）

　　　　冊　一肝
　　　　（＋）（十）
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第5表
＼　＼・、揃L球の古さ

日数経過　　＼＼
　　　　　　　　＼
17ケ月後　　1日

　tt　　　2日

　〃　　　3目

　tl　　　4日

　tt　　　5目

　〃　　　8日

　〃　　　11日

　rt　　　12日

抗D（ローダミン6G添加）抗体

禦・日・日・日・日・日11日・2目

惜

帯　惜

十　帯　Hl

朴　冊　継　帯

　　冊　耕　笹　帯
　　＋　聴　十　十　　冊

　　一　一　一　士　＋　朴

　　　（すべての」血球が溶ける）

抗D（未添加）抗体
当目 2日　3日　4日 5日　8日11日ユ2日

備考：作用血球は3％浮1艀液として氷室に保存

卦　1ト

＋　＋　－H－

＋　＋　＋　十
　　＋　十一　弔　帯

　　一一　・一　一　de　朴

　　一　　一　　一　　一　　士　　十

　　　（すぺての面球が溶ける）
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